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地域の復興に貢献する 

石巻ブロック災害廃棄物処理業務 

 

粗選別、破砕・選別プラント稼動開始間近 

 

Ａ
ヤ
ー
ド
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
搬
入
さ
れ
て
い
た
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
が
３
月
末
で
ほ
ぼ

完
了
し
、
中
間
処
理
施
設
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
間
処
理
施
設
は
、

廃
棄
物
搬
送
設
備
、
破
砕
・
選
別
設
備
（
８
系
列
）
、
土
壌
洗
浄
設
備
（
２
系
列
）
、
土
質
改

質
設
備
（
３
系
列
）
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
砕
設
備
等
の
各
設
備
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
う
ち
廃
棄
物
搬
送
設
備
と
破
砕
・
選
別
ラ
イ
ン
を
１
ラ
イ
ン
ず
つ
、
５
月
１
０
日
か
ら
稼

動
さ
せ
る
予
定
で
す
。 

 

Ｂ
ヤ
ー
ド
で
は
、
各
３
０
０
ト
ン/

日
処
理
で
き
る
焼
却
炉
を
計
５
基
建
設
中
で
す
が
、
い

よ
い
よ
５
月
１
３
日
に
ロ
ー
タ
リ
ー
キ
ル
ン
１
号
炉
の
火
入
式
を
行
い
、
５
月
２
２
日
か
ら
焼

却
開
始
、
残
る
４
基
に
つ
い
て
も
建
設
工
事
の
完
了
後
に
順
次
稼
働
を
開
始
し
、
８
月
に
は
５

基
全
て
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
Ａ
・
Ｂ
ヤ
ー
ド
を
併
せ
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
全
設
備
が
完
成

す
れ
ば
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
も
例
の
な
い
大
規
模
廃
棄
物
処
理
施
設
と
な
り
ま
す
。 

 
し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
ヤ
ー
ド
の
破
砕
選
別
設
備
は
選
別
後
の
可
燃
物
の
場
外
焼
却
を
前
提
と

し
た
能
力
（
混
合
廃
棄
物
８
２
０
０
ｔ/

日
）
で
設
計
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
当
施
設
を
フ

ル
稼
働
で
き
る
ほ
ど
に
は
広
域
処
理
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
た
め
、
当
面
は
場
内
に
お
け

る
焼
却
能
力
（
１
５
０
０
ｔ/

日
）
に
見
合
っ
た
混
合
廃
棄
物
の
破
砕
選
別
処
理
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
受
け
入
れ
量
の
増
加
に
合
わ
せ
て
本
施
設
で
の
処
理
量
も
増
や

し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

①出身地 ②主な職歴 ③趣味･特技 ④抱負 

次長 加藤 誠 工事担当 寺島臣吾 

はたらく機械シリーズ ④       モーターグレーダー 

工事課長 土岐浩之 

 

①
東
京
都
大
田
区 

②
滋
賀
県
湖
南
シ
ー
ル
ド 

 

上
目
黒
幹
線
シ
ー
ル
ド 

 

赤
坂
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ー
ル
ド 

 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
設
計
・
製
作 

③
温
泉
、
山
歩
き
（
ハ
イ
キ
ン
グ
） 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
キ
ー
、 

 

ど
こ
で
も
す
ぐ
寝
れ
る
。 

④
日
本
で
初
め
て
、
い
や
、
世
界
で

も
た
ぶ
ん
一
番
の
大
規
模
ご
み
処

理
施
設
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
、
東
北

の
災
害
廃
棄
物
を1

日
で
も
早
く

な
く
し
た
い
。 

   

③粗選別された廃棄物はデンマーク製の 

 高性能破砕機（MJ6000）により30ｃｍ  

 以下に破砕されます。 

 

４
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た

安
全
大
会
に
、
宮
城
県
警
暴
力

団
対
策
課
長
、
石
巻
警
察
署

長
、
河
北
警
察
署
長
を
お
招
き

し
て
、
Ｊ
Ｖ
か
ら
交
通
安
全
の

遵
守
及
び
暴
力
団
の
排
除
を
宣

言
い
た
し
ま
し
た
。 

 

宣
言
文
は
職
長
会
佐
々
木
会

長
が
読
み
上
げ
た
後
、
石
巻
警

察
署
後
藤
署
長
様
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

 

場
内
舗
装
・
道
路

工
事
等
で
の
路
床
・

路
盤
の
整
地
や
除
雪

作

業

な

ど

に

使

わ

れ
、
精
度
の
高
い
場

所
の
整
形
や
仕
上
げ

に
適
し
て
い
ま
す
。

当
現
場
に
も
計
４
台

が
導
入
さ
れ
約
２
５

万
㎡
の
路
盤
工
が
完

了
し
て
い
ま
す
。 

①
千
葉
県 

②
ダ
ム
工
事
９
年
＋
６
年 

 

宅
造
工
事
１
年 

 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
高
速
道
路
４
年 

③
ゴ
ル
フ
・
ド
ラ
イ
ブ
・
温
泉 

④
復
興
に
向
か
っ
て
い
く
姿
や
進
ん

で
い
く
姿
を
こ
の
目
で
見
な
が
ら

実
際
に
従
事
で
き
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
気
持

ち
が
褪
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

頑
張
り
ま
す
。 

①
岩
手
県 

②
ト
ン
ネ
ル
１
０
年 

（
高
速
道
路
２
年
・
新
幹
線
４
年
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
高
速
道
路
４
年
） 

 

浄
化
セ
ン
タ
ー
２
年 

③
子
供
達
と
行
く
映
画
鑑
賞
と
、 

 

キ
ャ
ン
プ 

④
石
巻
の
早
期
復
興
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
粉
骨
砕
身
の
覚
悟
で
瓦
礫

処
理
に
挑
み
ま
す
。 

   

―5月の予定― 
  

5/７ 安全大会 

5/10 破砕選別ﾌﾟﾗﾝﾄ稼動開始 

5/13 火入式 

   技術助言委員会 

5/15 JV構成会社店社ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 

   復興推進委員会 

5/22 焼却開始 

5/24 鹿島本社ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 

5/31 暴排・災害防止協議会 

 

海上運搬開始 

 

BDF（Bio Diesel Fuel）導入 

 

Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
は
生
物

由
来
油
か
ら
作
ら
れ

る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
用
燃

料
の
総
称
で
あ
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
で
す
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
使
用
す
る

こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

の
削

減
に
繋
が
り
ま
す
。

当
現
場
で
は
連
絡
車

両
の
他
、
発
電
機
の

燃
料
に
も
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の

導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。 

 

４
月
２
４
日
、
離
島
（
網
地
島
・
田
代
島
）
か

ら
の
が
れ
き
の
運
搬
を
開
始
し
ま
し
た
。
網
地
・

田
代
島
と
も
、
面
積
が
少
な
い
上
に
民
有
地
を 

一
次
仮
置
き
場
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
行
し

て
運
搬
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
他
、
北
上
・
雄

勝
、
牡
鹿
半
島
エ
リ
ア
か
ら
の
運
搬
に
も
船
舶
に

よ
る
海
上
輸
送
を
予
定
し
て
お
り
、
陸
上
運
搬
を

行
っ
た
場
合
に
比
べ
渋
滞
を
回
避
で
き
る
他
、 

道
路
沿
道
に
与
え
る
環
境
負
荷
（
騒
音
・
振
動
・

Ｃ
Ｏ
２

発
生
）
の
抑
制
効
果

も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

北埠頭における安全祈願の様子 

海上運搬に使用する起重機船 

⑦分別された廃棄物はここから落ちて 

 きて集積されます。 

①一次仮置き場から運搬されたがれき 

 はこのトラックスケールでトラック 

 ごと計量された後、粗選別エリアに 

 運ばれます。 

⑥10ｃｍ以上のものは手選別ラインで分別 

 を行います。（写真の3F部分） 

②粗選別ヤードにて、木くずや有害物、 

 思い出の品、墓石等が取り除かれます。 

④振動篩機により10ｃｍ以上、3～10ｃｍ、 

 3ｃｍ以下のものに分けられます。 

⑤3～10ｃｍのものは磁力選別機、ﾊﾝﾏｰ   

 ｸﾗｯｼｬｰ、風力選別機等で分別されます。 
⑧1号、2号が完成、計8基を建設する予定   

 です。 

⑨建設中の土壌洗浄設備Ａ 


